
� � ���
����������������

����������������������

�������������	
�
��������	
�����������

���������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������

��������������������	
��������	
������������������������������������	
��������	
�����������������



３

�������

��������	


��������	
�����������

��������	
��

������������

�����５月２日～５月６日
� � ��岩手県下閉伊郡山田町
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��������	��������	 �����４月２８日～５月７日
� � ��岩手県遠野市
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　実質３日間の支援活動でしたが、

地図を片手に地区を歩き、気さく

な漁師町の人々に触れ、ずっと以

前からここにいるかのような錯覚

を覚えました。山田町は静かでき

れいなエメラルドグリーンの海で、

海だけ見ていれば本当に津波が来

たとは思えないほどの風光明媚な

所でした。いつかまたこの町を訪

れ、復興の様子を見守りたいと思

います。

いても涙が出てくる。おかしいん

だよ」と。私は「おかしくなんか

ないですよ。それが普通、だんだ

ん感情が戻ってきたのですよ」と

話しました。被災者の多くは、震

災時の様子を感情をあらわにする

ことなく淡々と話し、ただ今をやっ

と生きているといった状況です。

張りつめた被災者の心が、一日で

も早く平常心を取り戻せるよう願

わずにはいられません。

　震災から２ヶ月弱、がれきの撤

去が進み始めたとはいうものの、

町の至る所に倒壊した家屋や打ち

上げられた船、車や思い出の品々

が転がっており、復興への道のり

はまだまだ遠いと感じました。

　活動中、一番印象に残っている

のはある被災者の言葉です。私が

伺う数日前、娘さんと被災者を励

ます１泊旅行に出かけたそうです。

「（震災から）今まで涙も出なかっ

たのに、帰ってきたら、こうして
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体温・血圧測定、受診状況の確認
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感染者の隔離や他施設への搬送

手続き、衛生状態の確認・消毒
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安否・健康状態や受診状況の確

認、支援の必要な乳幼児・高齢

者の確認、健康や介護の相談
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要支援者の一覧表、マップづくり
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　沿岸地域に隣接する遠野市の物

資拠点は、一般的な物資拠点の役

割（物資の仕分け、避難所等への

配送）とは別に、来場した被災者

に対して直接物資の供与を行って

いました。米は１世帯１０�、シャ

ンプーや洗剤は各１つずつなど、

物により制限があるため、現地の

職員やボランティアと協力し点検

業務を行いました。
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　私が派遣された５月初旬は鯉の

ぼりシーズンだったこともあり、

自衛隊を通して要請があった、岩

手県内沿岸地域（大槌町、大船渡

市、陸前高田市）に開設された避

難所、個人宅へ鯉のぼりの配送を

行いました。トラックに乗り、地

図を頼りに目的地へ向かうのです

が、道も地図とは違う上、目印と

なる建物はほとんど流されていた

ため、予定していた時間通りに配

送することはできませんでした。

それでも現地の人に道を聞きなが

ら、なんとか予定していた数を配

り終えることができました。鯉の

ぼりが揚がった時の子供達の笑顔

は一生忘れません。

　震災発生から２カ月が過ぎ、最

近ではテレビなどで『復興』という

言葉を度々耳にします。しかし、実

際に目で見た被災地は復興期とは

言えず、未だにがれきの山でした。

沿岸には全く手がつけられていな

い集落もあり、これからも本格的

に復興期に切り替わるまでには当

分時間が必要だと感じました。
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広報みなみいず ２０１１．６２
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私たちは、支援や激励のありがた

さを身をもって知っています。

　自らの命は自ら守ることを基本

に、津波避難訓練を今まで以上に

繰り返すこと。また、被災時の連

絡方法を家族で話し合っておくこ

とが大切だと痛感しました。　

　もっと現地に残って捜索活動や

救助活動をしたかったです。

　救急部隊は出動命令がないと動

けず、待機していなければならな

いのでもどかしく思いました。

　現地は例年にない寒さで、夜間

は氷点下６～７℃になりました。私

たちも消防学校の屋内訓練場のコ

ンクリート上で寝袋に毛布を入れ

て寝ましたが、寒くて朝方目が覚

めるほどでした。避難所で毛布１

枚で生活するのはとても無理だと

感じ、今でも１７万人が避難してい

るということに心が痛みます。

　伊豆半島沖地震を体験している
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救急部隊３名、支援部隊２名、計５名で出動しました。

（長田さんは救急部隊隊長）
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救急部隊は、静岡県隊の拠点の福島県消防学校（福島市）

から約１４０�離れたいわき市の被災した長春館病院に出動

し、入院患者を８�先の被災から免れた松村総合病院へ搬

送。いわき市は福島第一原発から約４０�圏内だったため、

放射線量計を各隊員が携行しての活動でした。

�����３月２３日～３月２７日
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　町では、今回の東日本大震災を受け、自主防災組織

の強化・充実を図るため、次の事業を計画しました。
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　東日本大震災に対し、多くの皆さ

まから温かいお気持ちをお寄せいた

だきまして、ありがとうございます。
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���������������（５月１２日現在）

���� ��������（４月末現在）　

　なお、義援金は９月３０日まで役場

健康福祉課、町民課、社会福祉協議

会で受け付けております。
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各地区の避難経路を調査し、避難

地看板や海抜表示板を作成する。
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防災ラジオ購入希望者へのラジオを購入。

不足分のアルファ米を役場・広域避難地

の備蓄用として購入する。
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自主防災組織の要望する防災資機材の購入補助。
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広報みなみいず ２０１１．６４

　町内の６漁港８地区（小稲、下流、大瀬、

石廊崎、中木、入間、落居、伊浜）におけ

る一次避難所を明示した防災マップが完成

しました。地区ごとに、危険箇所やがけ崩

れ防止施設が色分けされ、地理的条件がわ

かりやすく表示されています。

　裏面には、防災装備品・非常持ち出し品

リストがついていますので、これを参考に

して非常持ち出し品の準備をしていただけ

ればと思います。

　この防災マップは、国や県の補助を受け、

町が管理する漁港とその背後集落を対象に、

３月１１日の東日本大震災前に作成、調整さ

れたものです。そのため、今回の震災のよ

うな想定外の津波に対応したものにはなっ

ていませんが、今後このデータを活用し、

海抜表示や避難経路の表示等、防災マップ

の更なる充実を図っていきたいと思います。
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　いざというときには、ただち

に避難しなくてはなりません。

避難するときに持って行くもの

が非常持ち出し品です。そんな

ときに備えて、３日分を目安に

非常持ち出し品を常備しておき

ましょう。

　同じ種類の品なら、できるだ

け軽量でコンパクトなものを選

ぶことがポイントです。動きや

すいように必要最低限の量にし

ましょう。

　避難後、身の安全が確保でき

た後のために備えておきたいも

のが備蓄品です。

　自らの命は自ら守る。いざと

いうときのために、再点検して

みましょう。
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様式第２３号（第１９条関係）

個人情報保護条例実施状況表

（実施機関名）　南伊豆町長

件　数区　分

全　部容
認 一　部

容認しない

合　計

件　数区　分

２全　部公
開 一　部

非　公　開

２合　計

件数　区　　分　

閲　 覧　 の　 み

１閲覧及び写しの交付

１写 し の 交 付 の み

視　 聴　 等

２合　　計

��������	
��

平成２２年度における個人情報保護条例実施状況は、次のとおりである。

６．保有個人情報利用停止請求件数　０件（　人）

７．保有個人情報利用停止請求に対する処理状況

１．保有個人情報公開請求件数　２件（２人）

２．保有個人情報公開請求に対する処理状況 ３．公開の実施の方法

件　数区　分

全　部容
認 一　部

容認しない

合　計

４．保有個人情報訂正請求件数　０件（　人）

５．保有個人情報訂正請求に対する処理状況 件　数区　分
０申立ての件数

却　 下
内　

訳

全　部容
認 一　部
棄　 却

審　 理　 中
取　 下　 げ

８．不服申立ての処理状況

��������	
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様式第９号（第１４条関係）

情報公開条例実施状況表

（実施機関名）　南伊豆町長

平成２２年度における情報公開条例実施状況は、次のとおりである。

件数　区　　分　
１閲　 覧　 の　 み
６７閲覧及び写しの交付

写 し の 交 付 の み
視　 聴　 等

６８合　　計

件　数区　分
０申立ての件数

却　 下
内　

訳

全　部容
認 一　部
棄　 却

審　 理　 中
取　 下　 げ

４．異議申立ての処理状況

件　数区　分
６５（６３）全　部公

開 ３（０）一　部
非　公　開
取　下　げ

６８合　計

１．公文書公開請求件数等　６８件（４６人）

２．公文書公開請求に対する処理状況 ３．実施の方法

＊公開欄の（　）内は
　即日公開の件数の内書き
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様式第９号（第１４条関係）

情報公開条例実施状況表

（実施機関名）　南伊豆町教育長

平成２２年度における情報公開条例実施状況は、次のとおりである。

件　数区　分
 ３（３）全　部公

開 一　部
非　公　開

 ３合　計

件数　区　　分　
閲　 覧　 の　 み

３閲覧及び写しの交付
写 し の 交 付 の み
視　 聴　 等

３合　　計

１．公文書公開請求件数等　　３件（　３人）

２．公文書公開請求に対する処理状況 ３．実施の方法

＊公開欄の（　）内は
　即日公開の件数の内書き

件　数区　分
０申立ての件数

却　 下
内
　
訳

全　部容
認 一　部
棄　 却

審　 理　 中
取　 下　 げ

４．異議申立ての処理状況

広報みなみいず ２０１１．６６
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　５月２１日、町内全域において津波避難訓練が行わ

れました。この訓練は、例年７月上旬に海岸地区の

みで実施していましたが、東日本大震災を受け５月

に前倒し、町内全地区において実施しました。手石

地区８、９班では約３０人が参加し、小坂山の竹林に

住民有志が切り開いて作った一時避難所へ向かいま

した。参加者は、自宅から５分以内に海抜２０ｍ以上

の高台へ避難することができました。
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　５月１１日、自衛官募集相談員の委嘱状交付式

が役場で行われ、土屋修さん（手石）と山本雅

彦さん（加納）が委嘱されました。お二人には、

自衛隊入隊希望者への情報提供や募集に関する

広報活動などに協力していただきます。
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　５月１０日、このほど百歳になられた下賀茂の

加田まつをさんを、町長がお祝いに訪問しまし

た。加田さんは好き嫌いなく何でも食べ、現在

も畑仕事をしているそうです。これからも、ま

すますお元気でお過ごしください。
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　５月９日、伊豆半島沖地震の３７周年慰霊祭が

中木記念公園で行われました。遺族をはじめ、

区役員、地元消防団、町関係者らが参列し、犠

牲者の冥福を祈りました。
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　５月４日、弓ヶ浜民宿組合主催の弓ヶ浜フェ

スタが同海岸で行われました。今回、毎年恒例

の地引き網は綱引きに変更され、家族連れなど

約１００人が参加して力を競い合いました。
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　南伊豆町の皆さんこんにちは。
塩尻市は、日本海側と太平洋側の
交通が交差する交通の要衝として
知られており、ＪＲ塩尻駅には、
観光や乗り継ぎなどのため、市外
から大勢の皆さんがお越しになり
ます。そのＪＲ塩尻駅前に、５月
１日、塩尻市の観光ＰＲの拠点と
なる「塩尻市観光センター」がオー
プンしました。
　観光センターには、市内の宿泊
や交通、観光スポットなどの情報
提供を行う「観光案内所」、ワイ
ンや漆器など、本市の特産品を販
売する「物販コーナー」がありま

す。また、ベンチシートが設置さ
れ、大型モニターで観光スポット
などの映像が見られる「交流ゾー
ン」、喫茶店などがあり、観光情
報を入手したり、ゆったり休憩し
たりできる場になっています。
　観光センターの周辺は、駅前公
園として整備され、シラカシやモ
ミジ、ラベンダーなど、さまざま
な植物が四季折々の景色を彩る、
憩いの場となっています。
　駅のホームからは、ワイン樽と
ブドウのモニュメントが見え、楽
しげな雰囲気に誘われ、つい足を
運んでみたくなります。
　皆さんも、塩尻市にお越しの際
は、ぜひお立ち寄りください。

���　塩尻市観光課
　　�０２６３－５２－０２８０
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広報みなみいず ２０１１．６８
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　図書館では、本･雑誌･ＤＶＤの貸
出をおこなっていますが、貸出期間、
冊数（枚数）などに多少違いがありま
すのでお知らせします。
����　
�����������������
＊雑誌につきましては最新号を含め

て３ヶ月分（例えば６月号･５月号
･４月号）は貸出期間が１週間と短
くなっています。
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＊一家族１枚となっています。
　利用者の皆さまからは「期間が長
いことと、冊数の制限が無いのが一
番いいね」と喜ばれています。
　ところが、うっかりと返却予定日
を過ぎてしまう場合があります。特
に人気のある本・ＤＶＤ、新刊図書
などは次に読みたい方が楽しみに待っ
ています。より多くの方に利用して
いただけるように返却予定日を守っ
て利用してください。ご協力をお願
いします。
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　５月号掲載の「平成２２年度の利用状況」
での誤りをお詫びして訂正します。正し
くは次のとおりです。
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　大震災により被害を受けた方は、

所得税の軽減・免除が受けられ、税

務署で手続きを行うことで所得税が

還付となる場合があります。そのほ

か、源泉所得税の徴収猶予や還付、

廃車となった自動車の自動車重量税

の還付などの特例があります。詳し

くは、最寄りの税務署にお問い合わ

せいただくか、国税庁ホームページ

をご覧ください。www.nta.go.jp

　また、地方税についても、住民税、

固定資産税、自動車税等の特例があ

ります。

����

下田税務署　�２２－０１８５

下田財務事務所　管理課

　　　　　　�２４－２０１２

町民課　税務係　�６２－６２２２

　被災地の自治体への寄附金、自治

体を通じての被災者への義援金は

「ふるさと寄附金」として住民税・

所得税の控除が受けられます。日本

赤十字社や中央共同募金会等への義

援金も「ふるさと寄附金」として控

除が受けられます。詳しくは総務省

東日本大震災関連情報ＨＰをご覧く

ださい。http://www.soumu.go.jp

��　国家公務員採用�種（税務）試験

����　平成２年４月２日～平成

６年４月１日生まれの方

����　６月２１日（火）～２８日（火）

���　第１次試験　９月４日（日）

第２次試験　１０月１３日（木）～２０日（木）

のいずれか指定する日

����名古屋国税局人事第二課試

験係　�０５２－９５１－３５１１

国税庁ＨＰ http://www.nta.go.jp

　平成２４年４月採用予定の、警察官

Ａ（大学卒業もしくは卒業見込み）、

警察官Ｂ（高校卒業程度）を募集し

ます。募集の詳細については、下田

警察署（�２７－０１１０）もしく

は、お近くの交番・駐在所へお問い

合わせください。

��　子どもの学習のつまずきや遅

れ、落ち着きのなさや行動、体の発

達や動作などが気になる保護者や関

係者

��　７月５日（火）～８日（金）

　　　１０：００～１２：００

��　静岡県東部地域交流プラザ　パ

レット（沼津市大手町１－１－３）

��　東部地区特別支援学校ネット

ワーク

��������６月１７日（金）まで

にネットワーク相談係（沼津視覚特

別支援学校内）まで

　�０５５－９２１－２０９９

��　６月１８日（土）１０：３０～１７：００

　　　６月１９日（日）１０：００～１６：３０

��　日本大学国際関係学部、北小

学校、東レ総合研修センター

��　開会式、食育関連団体約１３０

団体によるブース展示、講演会など

���　三島市健康増進課

　　　�０５５－９７３－３７００

同時開催ご当地グルメまつりin三島

��　６月１８日（土）・１９日（日）

　　　９：００～１６：００

��　日本大学国際関係学部、楽寿

園、三嶋大社

���　三島市商工観光課

　　　�０５５－９８３－２６５６

※駐車場がありませんので、公共交

通機関での来場をお願いします。

��������	

��������	


������
��������

��������	
��
��������	
�

��������	
����
�����������	


�����

������

父・母誕生日赤ちゃんの名前地区

伸吾・祐美子３．３１山 岸 優  伸 
ゆう しん

石井

康彦・千都世４．５鈴 木 苺  果 
いち か

下賀茂

仁志・道子４．１２武 田 颯  太 
ふう た

湊

恭平・江里４．１４山 本 瑚  子 
こ こ

加納

瑞樹・麻由香４．１８笹 本 慶  二 
けい じ

下小野
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月　日年齢氏　名地区

４．１９０�橋さだ子一條

４．１６８清 水 蔦 枝青市

４．８８８吉 沢 敬 二下賀茂

４．９７３加 藤 裕 晧毛倉野

４．１４９２飯作亀三郎妻良

４．１６８５佐 藤 文 男加納

４．１９５７土 屋 輝 志二條

４．１９７９佐 藤 水 惠蛇石

４．２０８５山 本 市 夫青野

４．２１６３池 野　 徹加納

４．２２６４� 坂 民 雄石廊崎

４．２４８７土 屋 光 枝手石

４．２５１００山田ちよ子湊

４．２５９１鈴 木　 茂手石

４．２６８９土屋とくの青市

４．２７８７山 田　 允加納
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　生の食肉には、食中毒を引き起こ

す菌が付着している可能性がありま

す。食中毒を未然に防ぐために、生

食はくれぐれも避け、十分な加熱を

徹底するとともに、調理時の二次汚

染の防止（ポイント���）を心がけ

ましょう。特に、小さいお子さまや

ご高齢の方、健康が優れない方など

は、食中毒症状が重症化してしまう

ことがあるので、注意が必要です。
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�肉を生・半生で食べることは避ける。

�肉を焼く時は、生肉をつかむ箸と

焼けた肉をつかむ箸を別にし、中

の色が変わるまで加熱を徹底する。

（中心部が７５℃以上で１分以上加

熱）

�手をこまめに洗う。特に、生肉を

触った後は、他の食材や器具を触

る前によく手を洗う。

�生で食べるサラダなどは、肉料理

の前に調理する。また、焼肉や

バーベキューでは、生肉と他の食

材の皿を分ける。

�包丁やまな板は、肉専用のものを

用意する。難しい場合は、肉の調

理を行った調理器具は、洗剤で洗

い、熱湯等で消毒してから他の調

理に使うようにする。

���

�健康福祉課　�６２－６２３３

～鳥獣害から田畑を守りましょう～

��������

��　８月２８日（日）　９：００～

����　静岡県東部総合庁舎

　　（沼津市高島本町１－３）

�����　全４種類（網猟・わな

猟・第１種猟銃・第２種猟銃）

�����　５，２００円（法律により一

部試験科目が免除される者は３，９００円）

����

　６月２７日（月）～７月２９日（金）

�������　賀茂農林事務所森

林整備課（下田総合庁舎６階）

　�２４－２０８２

�������

��　７月１８日（月）９：５０～１６：００

��　静岡労政会館ホール６階（静

岡市葵区黒金町５－１）

����　法令講義、鳥獣の知識と

判別、網わなの知識と実技、模擬銃

による点検・分解、操作

���　７，０００円（テキスト、弁当代含）

����　６月１日（水）～３０日（木）

���　〒４１３－０５０２　河津町河津筏

場７２８　賀茂猟友会事務局

����静岡県猟友会事務局

　　　�０５４－２５３－６４２７

※なお、この予備講習会はあくまで県

猟友会による事前の講習会です。狩猟

免許試験の申請を免除されるわけでは

ありませんのでご注意ください。

　「伊豆半島ジオパーク構想」の実

現に向け、「ジオパーク」の知識の

普及と構想推進の人材発掘・育成を

図るため、下記のとおり学習会を開

催します。

��　６月２０日（月）１０：００～１６：００

��　中央公民館

＊午後は町内で現地視察を予定

���　産業観光課　商工観光係

　　　　�６２－６３００

　平成２３年９月３０日までに申込を受

理した融資が対象となります。

���������

�����　町内において１年以上

継続して同一事業を営んでいる中小

企業者

����　仕入、決済、賞与等に必

要な資金

������１企業７００万円、１組合

１，５００万円（組合員に転貸融資の場

合１組合１億円で、かつ１組合員当

たり７００万円）

����　５ヶ月以内

�����

�����　町内において６ヶ月以

上継続して同一事業を営んでいる中

小企業者

����　事業資金

�����　１企業７００万円

����　５年以内

���　産業観光課　商工観光係

　　　　�６２－６３００

　静岡県では、以下の期間において

伊豆地域のニホンジカ管理捕獲をし

ております。入山する際は目立つ服

装等を心がけるなどご注意ください。

��������

第�期：４月１５日～６月３０日

第�期：９月１５日～１０月１５日

第�期：２４年３月１日～３月２０日

���　静岡県自然保護課

　　　�０５４－２２１－３３３２

～あなたのこころ、元気ですか？～

　現代はストレス社会で、こころの

健康に不安を感じている人が増えて

いると言われています。こころの不

調もからだと同じで早めに対応する

ことが早く解決する近道です。専門

の医師が相談にのります。

＊相談は無料ですが予約が必要です。

���毎月第４木曜日

　　　１４：００～１６：００

��　下田総合庁舎４階相談室

���　賀茂健康福祉センター（賀

茂保健所）福祉事業課

　　�２４－２０５６
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　横浜港で開催される横浜港カッターレース大会の
小学生の部は、平成２１年に横浜開港１５０周年記念の
一つのイベントとして始まりました。このカッター
大会で、三浜ドルフィンズは第１回、第２回とも優
勝しており、今年は三連覇を目指して４月から妻良
湾で練習を重ねてきました。「いち、に、そーれ！
いち、に、そーれ！」とかけ声をあげ、オールをこ
ぐテンポを合わせます。声をかけ合い、みんなで心
を一つにすることが大切で、練習を積み重ねること

で心が一つになっていきます。
　今年の大会日程は、町内の小学校陸上記録会と重な
り並行しての練習で大変でしたが、みんなで力を合わ
せて頑張り抜きました。５月２２日の大会では、第１レー
スに出場し大接戦の末１位でゴール。第２レースの途
中で天候が急変し中止となったため最終順位が出ない
という残念な結果になりました。三連覇は次回へ持ち
越しとなり、５年生は「来年こそは６年生の分まで頑
張る」と決意を新たにしました。
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　みなさん、「いただきます」「ごちそうさま」の
あいさつをしていますか。
　これらは、日本独特の食事のあいさつであり、
それぞれ意味があります。「いただきます」は、
「動植物の命をいただきます」という意味があり
ます。私たちが生きていくために、動植物の命を
受け継ぐことへの感謝の気持ちを表しています。
また、「ごちそうさま」は「御馳走様」と書き、
「農作物を育てたり、運んだり、料理を作ったり、
駆け回っていただきありがとうございました」と
いう意味が含まれています。
　感謝の気持ちをこめて、「いただきます」「ごち
そうさま」のあいさつをし、楽しく食事をしま
しょう。
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